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令和元年度　一般会計補正予算

予算総額　51億1,598万2千円
1億5,396万6千円を追加

９月･定例会
　令和元年　第３回定例会は、９月12日から20日までの９日間開催され、同意１件、報告１件、

認定１件、契約1件、条例１件、予算７件、その他１件を審議し、原案のとおり可決しました。

国庫・県費補助活用事業

事業名 概　　　要 事 業 費

介護基盤緊
急整備特別
対策事業

熊本県の補助事業を活用し、「介護予防拠点」として公民館トイレのバ
リアフリー化等を実施する。

【事業の目的】
　今後急増する高齢者の単身世帯や夫婦のみの世帯、認知症高齢者等が、

可能な限り住み慣れた地域で日常生活を送ることができるよう地域の
実情に応じた介護サービス提供体制の整備を促進する。

【介護予防拠点の条件】
　最低、週１回の介護予防に係る活動を継続して実施すること。

【事業内容・補助率】
　手すりの取付け、段差の解消、トイレの改修、玄関の改修、調理場の

改修等。
　補助率は、全額県の補助

事業費
8,273千円

県補助
8,273千円

畜産経営バ
ックアップ
事業

畜産農家の経営安定と熊本県内の肉用牛生産基盤の維持・拡大を図るた
め、繁殖農家を支援する。
①疾病時にも営農継続できるよう地域ぐるみでサポートする体制を構築

する。（南阿蘇肉用牛ヘルパー利用組合への助成）

事業費
2,200千円

県補助
2,200千円

人・農 地 問
題解決加速
化事業

2021年3月末までに、町内全集落で「人・農地プラン」の実質化に取
り組むため、アンケート調査を実施する。（全額県補助）

事業費
3,316千円

羅漢山遊歩
道整備事業

老朽化した羅漢山遊歩道の手すりを改修する。３カ年間を目途に改修す
る予定。（県補助額　800千円）

事業費
997千円
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単独・その他の事業

事業名 概　　　要 事 業 費

公立保育園
民営化検討
委員会

多様なニーズに対応した保育の提供を行うため、民間の活用等による公
立保育施設の今後の運営を検討する。

事業費
132千円

河川護岸整
備工事

安心して暮らせる地域をつくるため、災害発生の予防及び被害拡大防止
を目的として護岸を整備する。
◦緒方川護岸整備工事　　12,000千円
◦水上川護岸整備工事　　15,000千円

事業費
27,000千円

（全額起債）

地域おこし
協力隊

NPO法人阿蘇フォークスクールの事務局運営を支援することにより、
上色見地域の活性化に取り組む。

事業費
2,002千円

南阿蘇鉄道
復興支援事
業

地域おこし協力隊を増員し、地域観光及び南阿蘇鉄道の創造的復興を推
進することで、観光振興と一体となった南阿蘇鉄道の地域活性化支援に
取り組む。

事業費
2,026千円

人事案件

　教育委員の二子石敬喜氏が令和元年９月30日をもって任期が満了す

るため、その後任として工藤寿
ひ さ え

恵氏を選任した。

　任期は、令和元年10月１日から４年間

　この度、教育委員を仰せつかりました工藤寿恵と申します。

　限りない可能性を秘めた子どもたちの能力を伸ばし、子どもが子ども

らしく笑顔で学べる持続可能な教育環境を、大人が整備していかなけれ

ばなりません。

　委員１年生として学びながら、皆様と共に、できることを精一杯がん

ばります。 宜しくお願い致します。

高森町教育委員を選任

高森町教育委員
工藤　寿恵 氏
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一般質問

質･問

高
森
町
の
水
道
事
業

の
形
態
や
施
設
の
違

い
を
伺
う
。

審議員

簡
易
水
道
・
飲
料
水

供
給
施
設
は
町
で
管

理
運
営
し
、
特
別
会
計
事
業

と
し
て
運
営
し
て
い
る
。「
部

落
水
道
」
は
各
地
域
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、「
水
道
未
普

及
地
区
」
扱
い
で
あ
る
。

質･問

近
年
災
害
が
頻
繁
に

起
こ
る
よ
う
に
な
り
、

私
の
地
区（
上
津
留
、
山
付
、

神
原
）に
お
い
て
は
泥
水
が

飲
料
水
に
混
じ
っ
て
流
れ
、

濁
り
水
を
利
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
平
成
27
年
に
再
度
陳

情
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の

後
の
経
緯
、
現
在
ま
で
の
状

況
は
。

審議員

平
成
22
年
の
電
気
探

査
の
結
果
を
も
と
に
、

平
成
28
年
に
２
０
０
ｍ
掘
削

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
地
下

水
は
存
在
し
な
い
と
い
う
結

果
が
で
た
。
ど
う
い
う
方
法

が
良
い
か
、
平
成
30
年
度
に

再
度
水
道
整
備
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。

質･問

安
全
な
飲
料
水
の
管

理
整
備
の
た
め
に
も
、

水
資
源
の
協
議
会
を
立
ち
上

げ
整
備
可
能
な
方
向
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た

い
。町･長

水
道
未
普
及
地
区
に

お
い
て
は
、
今
後
さ

ら
に
高
齢
化
が
進
み
施
設
の

老
朽
化
や
維
持
管
理
も
大
変

な
時
期
に
き
て
い
る
。
町
管

理
と
な
る
と
水
道
経
営
の
観

点
か
ら
、
整
備
投
資
に
見
合

う
高
額
な
水
道
料
金
の
発
生

や
他
の
未
普
及
地
域
と
の
関

連
な
ど
様
々
な
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
地
元
で
、
ま
ず
協
議

会
等
を
立
ち
上
げ
推
進
し
て

い
く
の
が
最
善
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

質･問

年
間
６
０
０
〜
７
０

０
万
人
の
集
客
目
標

を
達
成
す
る
た
め
国
内
観
光

客
に
限
ら
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
が
出
来
る
人
財
を
ど

う
育
成
す
る
か
、
提
案
す
る

４
つ
の
事
業
を
踏
ま
え
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

⑴
町
職
員
を
海
外
へ
派
遣
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
習

得
⑵
海
外
都
市
と
の
姉
妹
提
携

⑶
交
換
留
学
生
制
度
の
導
入

と
経
済
支
援

⑷
観
光
立
町
が
町
民
の
暮
ら

し
向
上
に
繋
が
る
仕
組
み

づ
く
り

町･長

人
財
育
成
は
観
光
立

町
に
お
い
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
。

　

現
在
、
南
阿
蘇
鉄
道
を
中

心
と
し
た
沿
線
地
域
公
共
交

通
網
計
画
を
高
森
町
、
南
阿

蘇
村
、
熊
本
県
の
3
者
で
進

め
て
い
る
。

　

提
案
さ
れ
た
４
つ
の
事
業

は
よ
く
考
え
て
あ
る
。

　

職
員
を
海
外
へ
派
遣
す
る

案
は
町
内
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
増
加
な
ど
利
点
も
あ
る
が
、

現
場
の
職
員
に
か
か
る
負
担

を
考
慮
し
た
う
え
で
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど

も
た
ち
の
留
学
に
つ
い
て
は

過
去
の
反
省
を
踏
ま
え
、
継

続
性
の
あ
る
事
業
に
す
る
た

め
に
も
体
系
化
を
す
る
必
要

が
あ
り
、
議
員
に
も
観
光
立

町
推
進
計
画
の
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
、
詳
細
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質･問

町
民
と
職
員
が
協
働

で
行
う
ま
ち
づ
く
り

の
必
要
性
に
つ
い
て
『
駐
在

区
対
抗
ま
ち
づ
く
り
政
策
プ

レ
ゼ
ン
大
会
』
の
提
案
を
踏

ま
え
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町･長

来
年
度
中
の
実
行
は

難
し
い
が
、
仕
組
み

づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
地

域
の
取
り
ま
と
め
が
必
要
と

な
る
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ん

で
対
処
し
て
、
議
員
提
案
政

策
条
例
等
の
制
定
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 ４

人
の
熱
弁上津留、山付、神原の水道の整備

グローバル人財の育成と官民協働のまちづくり

水道未普及地区の解消について

観光立町を実現するためには

議会との連携を深めて取り組む町　長

後
藤･

清
治･

議
員

津
留･

智
幸･

議
員

地元で協議会の立ち上げ町　長
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町政を問う

質･問

高
齢
者
入
浴
料
一
部

助
成
事
業
の
状
況
に

つ
い
て
。

住民福
祉課長

資
格
は
満
70
才
以
上

で
高
森
町
に
住
民
票

が
あ
り
公
租
公
課
の
滞
納
が

無
い
方
を
対
象
と
し
て
い
る
。

積
算
は
70
才
以
上
の
3
%

の
利
用
を
想
定
し
て
い
た
。

　

８
月
末
の
実
績
は
延
べ
利

用
人
数
が
３
，
１
８
９
人
で

推
計
を
超
え
る
利
用
と
な
っ

て
お
り
９
月
購
入
分
が
予
算

不
足
と
な
り
予
備
費
流
用
し

た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
承
認

を
い
た
だ
け
れ
ば
本
年
度
の

更
な
る
追
加
補
正
は
無
い
と

考
え
て
い
る
。

質･問

入
浴
に
つ
い
て
は
、

潜
在
的
な
需
要
が
あ

り
相
応
の
効
果
は
出
て
い
る

と
思
う
。

　

そ
こ
で
提
案
だ
が
福
祉
施

設
の
一
環
と
し
て
町
中
心
部

に
身
の
丈
の
合
っ
た
規
模
の

公
衆
浴
場
を
建
設
し
て
は
ど

う
か
。

町･長

福
祉
政
策
と
い
う
大

前
提
で
の
公
衆
浴
場

の
建
設
は
行
わ
な
い
。

　

そ
の
他
の
メ
ニ
ュ
ー
を
み

て
も
高
森
町
の
福
祉
政
策
は

充
実
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
福
祉
政
策
と
い
う
の

は
行
政
が
行
う
よ
り
高
齢
者

の
方
に
出
番
や
役
割
を
作
っ

て
い
く
ス
キ
ー
ム
を
提
供
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

高
森
温
泉
館
の
高
齢
者
利

用
人
数
は
町
民
券
で
把
握
は

で
き
て
い
る
。
今
回
の
購
入

さ
れ
た
数
を
考
え
る
と
高
森

温
泉
館
以
外
の
温
泉
に
行
か

れ
て
い
た
方
も
多
か
っ
た
。

　

公
衆
浴
場
、
銭
湯
の
件
だ

が
形
を
作
っ
て
い
た
だ
き
経

済
の
方
へ
持
っ
て
い
く
。
つ

ま
り
福
祉
で
は
な
く
観
光
政

策
に
て
議
員
が
先
頭
に
立
つ

な
ら
ば
一
考
す
べ
き
だ
。

質･問

「
南
阿
蘇
鉄
道
高
森

駅
周
辺
再
開
発
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
選
定
業

者
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
と
、

駅
か
ら
の
根
子
岳
や
、
西
に

向
か
っ
て
沈
む
夕
日
を
眺
め

る
景
観
も
重
視
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
駅
周

辺
の
現
在
の
景
観
に
つ
い
て

問
題
は
な
い
か
。

政策推
進課長

駅
か
ら
西
側
の
景
観

は
、
右
側
に
阿
蘇
五

岳
を
、
左
側
に
外
輪
山
の
間

に
沈
む
夕
日
の
眺
め
が
評
価

さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
駅

か
ら
中
心
市
街
地
に
向
か
っ

て
進
む
と
、
居
住
な
き
空
き

家
が
あ
り
、
景
観
上
問
題
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、

南
阿
蘇
鉄
道
全
線
復
旧
に
合

わ
せ
た
再
開
発
の
実
現
を
優

先
す
る
た
め
、
整
備
予
定
地

周
辺
の
対
策
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
す
る
。

町･長

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
通
じ

る
道
路
沿
い
や
、
通
学

路
指
定
の
道
路
沿
い
の
空
き
家

は
、
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
等
で

人
的
被
害
を
与
え
る
可
能
性

が
高
く
、
所
有
者
へ
対
策
を
依

頼
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
住
宅
等
の
公
費
解
体
工

事
で
尽
力
い
た
だ
い
た
熊
本

県
の
解
体
業
者
協
会
か
ら
、

熊
本
県
と
の
災
害
基
本
協
定

に
基
づ
く
「
災
害
に
よ
り
損

壊
し
た
建
築
物
等
の
解
体
撤

去
の
支
援
に
関
す
る
協
定
書
」

に
関
す
る
実
施
細
目
を
締
結

し
た
市
町
村
宛
に【
老
朽
危

険
空
き
家
解
体
撤
去
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
】本
年

６
月
上
旬
に
通
知
が
さ
れ
、

詳
細
な
項
目
の
実
施
細
目
の

締
結
は
、
本
町
が
県
内
一
番

目
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
老
朽
化
し
た
危
険

空
き
家
の
解
体
撤
去
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
行
わ
れ
る
と
理

解
。
所
有
者
の
了
承
を
得
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
、
通
学
路
や

観
光
客
な
ど
、
人
の
往
来
が
多

く
見
込
ま
れ
る
場
所
に
あ
る
物

件
を
優
先
し
て
、
協
会
に
よ
り

該
当
物
件
が
決
定
さ
れ
る
。
解

体
工
事
は
来
年
９
月
ま
で
に
実

施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

４
人
の
熱
弁

助成事業の現状と公衆浴場の提案

福祉政策について

景観上問題ないとは言い切れない政策推進課長

福祉政策として公衆浴場の建設は考えていない町　長

後
藤･

巌･

議
員

立
山･
広
滋･

議
員

現在問題はないのか

高森駅周辺の景観
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質
［
牛
嶋
津
世
志
議
員
］

滞
納
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て
詳

細
に
説
明
を
願
う
。

答
［
税
務
課
長
］

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
か
ら
３
年

経
過
し
た
対
象
者
を
抽
出
し
、
法
に
基
づ

き
処
理
し
た
。

質
［
牛
嶋
津
世
志
議
員
］

不
納
欠
損
を
行
っ
た
対
象
者
は
、

現
在
も
高
森
町
に
住
ん
で
い
る
の
か
。

答
［
税
務
課
長
］

す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
方
や
転

出
し
た
方
も
い
る
が
、
多
く
は
町
内
に
在

住
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

不
納
欠
損
に
つ
い
て
適
正
な
順
序

を
経
て
実
施
し
た
か
。

　

不
納
欠
損
処
分
で
、
最
も
高
額
な
滞
納

者
は
何
人
か
、
１
件
あ
た
り
最
大
の
額
は
。

答
［
税
務
課
長
］

不
納
欠
損
額
が
１
０
０
万
円
を
超

え
た
方
は
３
名
い
る
。
最
大
額
は
１
９
５

万
円
で
あ
る
。

　

執
行
停
止
処
分
が
行
わ
れ
、
３
年
経
過

し
て
お
り
法
に
基
づ
き
不
納
欠
損
を
行
っ
た
。

要望
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

不
納
欠
損
処
分
は
、
慎
重
か
つ
適

性
に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

経
営
収
支
比
率
等
を
踏
ま
え
た
今

後
の
財
政
運
営
、
繰
上
償
還
に
つ
い
て
、

伺
い
た
い
。

答
［
財
政
係
長
］

経
営
収
支
比
率
は
75
％
以
上
が
望

ま
し
い
。
家
計
で
例
え
る
と
、
毎
月
10
万

円
の
収
入
に
対
し
、
支
払
経
費
が
７
万
５

千
円
、
残
り
２
万
５
千
円
が
使
え
る
状
態

が
経
常
収
支
率
75
％
で
あ
る
。

　

高
森
町
の
経
営
収
支
比
率
は
90
％
を
超

え
て
い
る
が
、
支
払
う
額
が
７
万
５
千
円

の
場
合
で
も
、
収
入
が
８
万
３
千
円
で
あ

れ
ば
、
経
営
収
支
比
率
は
90
％
を
超
え
る
。

　

平
成
28
年
度
の
全
国
平
均
の
経
営
収
支

比
率
は
90
％
を
超
え
て
い
る
。

　

繰
上
償
還
に
関
し
て
は
、
本
町
の
場
合
、

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
交
付
税
措
置
を
考

え
て
借
入
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
繰
上
償

還
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　

消
費
増
税
で
、
経
営
的
経
費
の
削
減
や
、

大
規
模
事
業
の
歳
出
削
減
を
徹
底
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
高
森
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

議
案
・
認
定
第
１
号

令
和
元
年
９
月
定
例
会　

主
な
質
疑
応
答

■執行停止と不納欠損
　国税徴収法第47条には「滞納者が督促を受け、その督
促に係る国税をその督促状を発した日から起算して10日
を経過した日までに完納しないときは、徴収職員は滞納者
の財産を差し押さえなければならない。」とされており、
地方税法等にも同様の定めがある。（地方税法第331条等）
　執行停止については、国税徴収法153条、地方税法15
条の7に定めがある。
①地方税法第15条の7第1項第1号
　滞納処分をすることができる財産がないとき
　（滞納者に帰属する差押えの対象となるすべての財産を差
し押さえてもなお、徴収できない残余の租税がある場合）

②地方税法第15条の7第1項第2号

　滞納処分をすることによってその生活を著しく窮迫させ
るおそれがあるとき
　（滞納処分により生活保護レベルになる場合等）
③地方税法第15条の7第1項第3号
　その所在及び滞納処分することができる財産がともに不
明であるとき
　上記いずれかに該当する場合は、滞納処分の執行を停止
することができる。
　なお、地方税法第15条の7第4項により、滞納処分の停
止後3年経過した場合は不納欠損（納税義務が消滅）とな
るが、その3年間のうちに①〜③に該当しなくなれば滞納
処分の停止の取消しを行い再び滞納処分を執行する。
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平成30年度決算認定
一般会計

実質の収支額は、

1億6,272万円の黒字と

なりました。

令和元年第３回定例会において、９月17日常任委員会で審査し、認定しました。

特　別　会　計
　決められた特定の事業を行う場合に、特定の収入をその
事業に充てるため、一般会計とは区別して６つの特別会計
を設けて経理を行っています。
　どの事業も私たちの暮らしを支えるために欠かせない大
切な事業ですが、特定の収入だけでは運営ができず一般会

計から繰り入れを行い、運営を行なっています。特別会計
の財政悪化は一般会計の財政悪化にもつながるため、独立
採算制の原則に基づいて財政の健全化に努めていくことが
大事です。

会 計 名 歳入 歳出 収支額
国民健康保険特別会計 1,133,078千円 1,122,352千円 10,726千円
後期高齢者医療特別会計 93,685千円 90,250千円 3,435千円
介護保険特別会計 1,053,270千円 1,004,615千円 48,655千円
簡易水道特別会計 211,147千円 200,141千円 11,006千円
農業用水供給事業特別会計 16,860千円 16,797千円 63千円
鉄道経営対策事業基金特別会計 34,959千円 34,959千円 0千円

歳 　 　 　 　 　 入 4,943,293千円

歳 　 　 　 　 　 出 4,753,684千円

差 　 引 　 残 　 額 189,609千円

う ち 基 金 繰 入 額 0千円

翌 年 度 繰 越 額 189,609千円

繰越明許費繰越額 26,889千円

実 質 収 支 額 162,720千円

1 町税 567,219千円
2 地方譲与税 70,330千円
3 利子割交付金 775千円
4 配当割交付金 1,498千円
5 株式等譲渡所得割交付金 1,172千円
6 地方消費税交付金 117,998千円
7 ゴルフ場利用税交付金 5,363千円
8 自動車取得税交付金 16,632千円
9 地方特例交付金 1,438千円
10 地方交付税 2,062,889千円
11 交通安全対策特別交付金 648千円
12 分担金及び負担金 30,116千円
13 使用料及び手数料 117,255千円
14 国庫支出金 635,831千円
15 県支出金 401,431千円
16 財産収入 35,541千円
17 寄付金 62,809千円
18 繰入金 122,040千円
19 繰越金 212,326千円
20 諸収入 43,869千円
21 町債 436,107千円

合　　　　計 4,943,293千円

1 議会費 64,923千円
2 総務費 881,796千円
3 民生費 1,224,756千円
4 衛生費 252,737千円
5 農林水産業費 339,080千円
6 商工費 124,265千円
7 土木費 686,331千円
8 消防費 270,170千円
9 教育費 367,055千円
10 災害復旧費 17,355千円
11 公債費 472,954千円
12 諸支出金 52,259千円
13 予備費 0千円

合　　　　計 4,753,684千円

支出（歳出）の主なもの収入（歳入）の主なもの

平成30年度決算認定
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平
成
30
年
度
高
森
町
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
の
決
算
状
況
並
び
に
基
金
の
運

用
状
況
、
財
産
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

前
述
し
た
と
お
り
、
計
数
に
誤
り
な
く
、

奇
異
な
点
も
見
受
け
ら
れ
ず
適
正
に
処
理

さ
れ
、
関
係
書
類
も
整
理
さ
れ
て
お
り
、

会
計
経
理
は
正
確
で
あ
る
。
各
事
業
と
も

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
、
成
果
を
収

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
執
行
部
の
努
力
と
議

会
の
適
正
な
判
断
、
さ
ら
に
は
町
民
の
努

力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
総
合
的
に

気
付
い
た
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
そ
の
主
た
る
事

業
は
道
路
維
持
、
道
路
改
良
事
業
、
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
で
あ
る
。

　

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
明
る
い
街
路

灯
補
助
事
業
、
く
ま
も
と
国
際
マ
ン
ガ
Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
事
業
、
平
成
30
年
冬
巡
業
大
相
撲

阿
蘇
高
森
場
所
事
業
、
子
ど
も
医
療
助
成

事
業
、
高
森
町
介
護
予
防
地
域
支
え
合
い

事
業
、
特
定
健
診
事
業
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
、
有
害
鳥
獣
駆
除
助
成
金

事
業
、
地
域
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
装
に
関

す
る
事
業
、
自
主
放
送
番
組
事
業
等
、
多

く
の
事
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
町
長
を
は

じ
め
担
当
各
位
に
お
い
て
大
変
な
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
と
察
す
る
。
併
せ
て
、
職
員

間
の
国
・
県
補
助
金
の
密
な
情
報
共
有
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
等
で
、
町
民
の
負

担
減
に
繋
が
る
よ
う
職
員
の
発
想
に
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
予
算
決
算
の
状
況
を

見
る
と
、
平
成
30
年
度
繰
越
明
許
は
７
件

の
７
億
９
，８
０
１
万
４
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
繰
り
越
し
事
業
は
、
ほ
と
ん

ど
が
補
助
対
象
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

獲
得
さ
れ
た
実
績
を
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
。
事
業
遂
行
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
遂

行
が
原
則
で
あ
る
が
、
国
・
県
の
補
助
金

支
給
決
定
の
遅
れ
等
に
よ
り
や
む
を
得
な

い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
経
理
状
況
を
見
る
と
、
安
易
な

予
算
流
用
、
予
備
費
充
用
が
見
受
け
ら
れ
、

緊
急
災
害
復
旧
対
応
等
、
緊
急
の
場
合
を

除
き
、
補
正
対
応
が
原
則
で
あ
り
、
担
当

職
員
の
一
層
の
努
力
を
望
む
。

　

次
に
、
税
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
の
収
納
状
況
を
見
る
と
、
町
税
の
本

年
度
分
収
納
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
上
回

っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因
は
町
民
税
で

あ
る
。
過
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
不
納
欠

損
処
分
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
一
般
会
計

35
件
、
１
１
９
万
４
，８
８
６
円
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
16
件
、
７
３
２
万
７
，

０
４
１
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
合

法
的
な
手
続
き
に
よ
り
行
わ
れ
、
や
む
を

得
な
い
と
思
う
が
、
税
負
担
の
公
平
及
び

歳
入
確
保
の
面
で
の
影
響
が
大
き
い
の
で
、

不
納
欠
損
を
出
さ
な
い
よ
う
、
慎
重
か
つ

厳
正
な
事
務
処
理
を
行
い
、
債
権
の
確
保

に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
機
構
改
革
に
よ
り
、

税
務
課
に
国
保
税
を
含
め
た
税
収
納
係
を

設
置
、
現
在
、
滞
納
整
理
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
、
税
の
収
納
事
務
を
実
施
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
ス
ム
ー
ズ
な
収
納
事
務
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
10
年
５
月
に
発
覚
し
た
元

職
員
に
よ
る
国
保
払
戻
金
等
の
着
服
事
件

に
つ
い
て
、
今
日
に
お
い
て
は
過
去
の
事

件
の
よ
う
で
、
今
や
頓
挫
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
、
本
件
は
計
画
的
な
犯
行

行
為
で
あ
り
、
年
月
は
経
過
し
て
も
許
し

難
く
、
不
祥
事
の
賠
償
請
求
は
今
後
と
も

遅
滞
な
く
、
継
続
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
望
み
ま
す
。

　

決
算
の
基
本
は
、
日
々
の
会
計
処
理
が

大
事
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
成
29
年

度
決
算
審
査
報
告
で
指
摘
し
ま
し
た
が
、

担
当
課
に
お
い
て
は
、
５
年
未
満
の
職
員

を
対
象
に
財
務
会
計
を
中
心
と
し
た
実
務

研
修
を
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
し

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
後
さ
ら
に
、
住
民
の
要

望
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
、
財

政
運
営
の
改
善
に
一
層
努
力
さ
れ
、
総
合

的
な
施
策
の
効
率
的
執
行
を
図
り
、
健
全

財
政
の
確
保
に
努
め
ら
れ
、
本
町
の
発
展

と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
る
よ
う
、
慎

重
な
対
応
と
特
段
の
努
力
を
切
望
し
、
平

成
30
年
度
決
算
審
査
意
見
書
と
す
る
。

決
算
審
査
意
見
書
概
要
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
30
年

度
高
森
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
・
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
・
令
和
元
年
度
高
森
町
鉄
道
経

営
対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
補
正
予

算
」は
、
担
当
者
か
ら
詳
細
に
説
明
を
受

け
、審
査
審
議
し
た
結
果
、可
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

【
主
な
審
査
事
項
】

◎
平
成
30
年
度
高
森
町
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
関
係

　

各
担
当
課
よ
り
30
年
度
実
施
し
た
施

策
の
成
果
の
報
告
を
求
め
た
。生
活
環

境
課
か
ら
は
、
公
有
財
産
の
土
地
及
び

建
物
、山
林
の
現
状
、管
理
状
況
に
つ
い

て
、ま
た
会
計
課
か
ら
は
、有
価
証
券
や

国
債
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求

め
た
。

　

さ
ら
に
、決
算
内
容
に
つ
い
て
は
、税

や
料
金
の
調
定
は
確
実
に
な
さ
れ
た
か
、

そ
の
徴
収
状
況
は
ど
う
か
、
収
入
の
未

済
額
の
理
由
は
何
か
、
予
備
費
の
充
用
、

予
算
の
流
用
は
適
切
か
、
多
額
の
不
用

額
を
生
じ
た
理
由
等
に
つ
い
て
、
担
当

者
か
ら
説
明
を
求
め
審
査
し
た
。

【
主
な
質
問
事
項
】

◎
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
関
係

質

羅
漢
山
の
遊
歩
道
事
業
の
内
容
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

現
在
未
舗
装
部
分
が
１
８
０
ｍ
程

あ
り
、
今
年
度
は
60
ｍ
の
舗
装
を
実
施
、

来
年
度
以
降
も
県
補
助
金
が
国
に
応
じ

て
随
時
実
施
し
て
い
く
。

質

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
で
は
夏
の
七

夕
祭
り
、
冬
の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、春
、秋
の

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

今
後
開
催
に
つ
い
て
は
検
討
課
題

と
し
た
い
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
30
年

度
高
森
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
・
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
・
他
特
別
会
計
５
件
の
補
正
予

算
」を
審
議
し
、
可
と
す
る
こ
と
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

【
主
な
審
査
事
項
】

◎
平
成
30
年
度
高
森
町
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
関
係

　
　

農
林
政
策
課
関
連
で
、
有
害
獣
対

策
事
業
と
し
て
広
域
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
事
業
の
成
果
と
継
続
に
つ
い
て

回
答
を
求
め
た
。

　
　

ま
た
、建
設
課
関
連
で
、工
事
金
額

の
目
安
と
工
区
の
分
け
方
に
つ
い
て

回
答
を
求
め
た
。

　
　

次
に
、
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者

や
住
民
健
診
の
受
診
状
況
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
の
詳
細
、

医
療
費
抑
制
対
策
と
し
て
何
を
実
施

し
て
い
る
か
と
の
回
答
を
求
め
、
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
主
な
質
問
事
項
】

◎
令
和
元
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
関
係

　
　

住
民
福
祉
課
関
連
で
、
高
齢
者
へ

の
温
泉
券
助
成
事
業
、
農
林
政
策
課

関
連
で
、
高
森
町
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
農
業
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。ま
た
、
規
模
拡
大
す

る
場
合
、
農
業
研
修
生
を
受
入
れ
る

機
関
が
あ
る
か
。今
後
、
新
規
事
業
に

取
組
む
場
合
に
は
、
常
任
委
員
会
へ

報
告
す
る
よ
う
に
。建
設
課
関
連
で
、

過
疎
債
の
カ
ッ
ト
の
件
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
、
令
和
元
年
度
高
森
町
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◎
特
別
会
計
補
正
予
算
５
件

　
　

平
成
30
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金

の
補
正
で
あ
り
、必
要
性
を
認
め
、可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

常任委員会報告

総

務

文

教

産

業

厚

生
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　８月22日に委員会を開催し、建設

課関連の「西原・日ノ尾峠線」の防

災道路工事進捗状況の確認をしまし

た。町道との交差点箇所の嵩上げ工

事計画の説明を受けました。防災道

路の高さに合わせる工事であり「通

行止め」による工事が行われます。

　次に、西中原で認定新規就農者と

して「ミニトマト」の栽培を行って

いる、後藤将斗さんの農場を視察し

ました。現在20アールを栽培し順調

な経営が行われています。

　午前最後に、上在地区の完了した

町道改良現場確認と、ため池の改修

計画の説明を受けました。ため池の

漏水を止め、来春の植え付けに支障

の無きよう早期の完了を指示しまし

た。

　午後は、草部地区の基盤整備の予

定地を視察し、地権者との意思疎通

を図り、要望や苦情を早期に解決す

るよう指示しました。

　最後に、町道「栃原・ねずみ戸線」

の現状確認と、県の治山工事現場を

視察しました。住民の不安解消のた

め、早期の工事完成が待たれます。

　今後も、議会として必要に応じた対応を執って参りますので、皆様のご理解とご協力をお願い

致します。

閉会中の継続調査報告

産業厚生常任委員会の報告
産業厚生常任委員長　佐伯　金也
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『高森讃歌』

　高森町で民宿を始めて20年になります。「民宿をしながら田舎暮らしをし

たい！」という一念で福岡から移住しました。家庭の事情で生活の本拠を福

岡に移した時期もありましたが、今は念願かなって高森町に定住しています。

　この20年間、人口減少や自然災害により、高森の姿は大きく変化したよ

うに見えます。それでも、私の心の中の高森の風景は何故か不変です。

　朝夕の光に映える高岳や根子岳の山体の神々しさ。南郷谷に点在する水源

や温泉、神社の有り難さ。あか牛・やまめ・とうふ・つるのこ芋・山菜など

の食材は郷土料理の創作意欲を刺激します。地酒「霊山」や阿蘇高菜も魅力です。また、阿蘇、九重、

高千穂を周遊する旅人にとって、高森は絶好の宿泊地となります。

　観光資源に恵まれた高森ですが、最も大切なものは、やはり「人と人のつながり」と考えます。こ

れからも、人口減少は続くと思いますが、高森町は自立した地域として永続すると信じています。生

まれ育った所、移り住んだ所、心のより所としての「ふるさと」を愛する心を育てる実践が積み重ね

られているからです。

　結局のところ、郷土愛に満ちた人が暮らす土地に、人は集まると考えています。

　観光立町において、この小さな民宿が「ふるさと高森」に貢献できれば幸いです。

　私は今年で40歳になります。高森町で生まれ育ち、高校、大学と熊本市

内へ進学しその後就職、再び高森町へ帰ってきました。そこで子どものころ

の思い出と今を記そうと思います。

　当時の高森小学校は２クラスで約80名の同級生がいました。子どもも多

かったですが、真面目な（頑固な）大人の方も多く、特に登下校の際に並ん

で歩いていたり大声で叫んでいた時はよく怒られ（指導され）たのは懐かし

い思い出です。あの頃は怒られたことに理解が出来なかったのですが、今を

思えば地域の皆様に見守られ声をかけられ育ったのだなと思います。親が教

えるのは当然としても地域の住民の皆様も一緒になり次世代を担う子どもたちを育てていたのを深く

感じます。

　こんな私ですが、今は高森中央小学校の保護者会の役員をしております。あの頃も今も子どもを見

守り育てていく意識は全く変わっていないと思います。変わったのは子どもの数が少なくなり指導を

して頂けた大人の人も少なくなり地域が小さくなったような気がします。既に少子高齢化の波を受け

ている高森町ですが、だからこそ教育は重要です。当町のＩＣＴ教育は最先端を走っていると思います。

これは実社会に出たときに大きな力になることでしょう。勉学だけでなく親子の絆、友情、人権、交流、

文化の継承などを育むことは人格形成の大きな要素になるかと思います。多様化する学習の中で先生

も熱意をもって取組んでいただけていると思います。これからは住民の皆様も一緒に見守りサポート

して頂ければ、高森の心を大事にする子どもたちが育つのではないかと思っています。そのように育

った子どもたちが大人になる日を楽しみに、仕事に役に没頭している今日この頃です。

町民の声

寺崎　賢治さん
（色見・戸狩）

住吉　哲郎さん
（高森・村山）
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議
会
広
報
特
別
委
員
長

牛
嶋　

津
世
志

　

令
和
元
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
、
東
京
都　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
９
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬

の
日
程
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
１
７
６
町
村
の
参
加
で
、

高
森
町
は
２
日
目
の
25
日
に
参
加
、
熊
本
県
か
ら
は
８

町
村
の
参
加
で
し
た
。
委
員
長
は
２
度
目
の
参
加
で
す
が
、

他
の
委
員
さ
ん
は
広
報
紙
を
作
る
こ
と
自
体
初
め
て
で

す
の
で
、
し
っ
か
り
研
修
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
32
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
（
２
７
９

町
村
議
会
応
募
）
最
優
秀
賞
の
、
埼
玉
県
寄
居
町
議
会

広
報
紙
と
、
優
秀
賞
の
宮
城
県
川
崎
町
議
会
広
報
紙
を

参
考
に
講
師
３
名
に
よ
る
研
修
で
す
。

　

基
本
的
に
は
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
（
表
紙
）・
解

り
や
す
い
文
章
・
住
民
目
線
で
作
成
な
ど
解
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
一
番
難
し
い
こ
と
で
、
新
委
員
さ
ん
と

日
々
勉
強
で
す
。

　

優
秀
賞
広
報
紙
２
点
と
も
、
住
民
の
参
加
・
意
見
の

取
り
込
み
な
ど
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

高
森
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、
住
民
参
加
型
の

広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
住
民
の

皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和元年度町村議会広報研修会報告

“秋深し　隣は何をする人ぞ”

ですが高森町ではまだイベン

トが目白押しです。皆さんは

どこかに参加されましたか？

まだまだ気温の差が激しい昨今です。体調を崩さ

ないよう楽しみながら今年の終盤を心穏やかに乗

り切りましょう。

 副委員長　後藤　清治

議会広報特別委員会
編 集 後 記 後藤　三治

牛嶋津世志

後藤　清治

津留　智幸

後藤　　巌

議 　 長

委 員 長

副委員長

委 　 員

〃 　

（発行責任者）


